
　子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんです。子宮がんは、若い世代の女
性のがんの中で多くを占めるがんです。日本では毎年、約1.1万人の女性がかかる病気で、さらに毎年約
2,900人の女性が亡くなっています。患者さんは20歳代から増え始めて、30歳までにがん治療で子宮を
失ってしまう（妊娠出来なくなってしまう）人も1年間に約1,000人います。

　令和4年3月31日までにHPVワクチンを自費で接種した方に対し、かかった
費用の全部または一部を町で助成しています。
　詳細につきましては、町ホームページ掲載記事をご覧ください。　

接種費用の助成について☞

＊5個以下：今のところ心の不調の心配はないようです。この状態を維持できるようにしましょう。
＊6 ～ 10個：不安が強く、ストレスが溜まっている要注意の状態です。決して放置せず、早めにストレス

の原因を取り除きましょう。
＊11個以上：ストレスや不安で心と体がかなり疲れているようです。医療機関などに相談することをお

すすめします。
　気になる事やお悩みがありましたら、お気軽に保健センターへご相談ください。（☎82-3844）

　ストレスの蓄積は自分ではなかなか気づけません。定期的に心のSOSサインが出ていないかチェック
してみましょう。

　HPVワクチンは子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を防ぐワクチンです。
HPVは女性の多くが“一生に一度は感染する”といわれるウイルスです。感染を防ぐことが、がんにならな
いための手段です。
　以下の条件に当てはまる方は、無料でHPVワクチンを受けることができます。
豊浦町に住民登録がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①中学１年生から高校１年生相当の女性 　　　　　　　　　　HPVワクチンについて☞
　②平成９年４月２日生まれ～平成１９年４月１日生まれの女性（※接種対象期間は令和７年３月３１日

まで）
・接種対象者の方は個別で案内を郵送しています。詳細は案内または町ホームページ掲載記事をご覧くだ

さい。
・豊浦町、伊達市、洞爺湖町、壮瞥町以外の医療機関で接種する場合は町から医療機関への依頼が必要とな

りますので、事前に必ず保健センターにご連絡ください。依頼前に接種した場合、定期接種の対象となら
ず有料となりますのでご注意ください。

子宮頸がんには予防する方法があります。

心の健康を守るために　ストレスチェック
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こころ 睡眠 体 行動
□なんとなく頭が

すっきりしない。
□理由もなく不安

になることが増
えた。

□イライラするこ
とが多くなった。

□ぼーっとしてい
ることが

　増えた。

□なかなか眠れない
日が続いている。

□朝起きても前日
の疲れが残って
いる。

□ 朝 起 き ら れ ず、
遅刻や欠席が増
えた。

□風邪をひきやすくなった。
□めまいや立ちくらみなどがある。
□目がしょぼしょぼする。
□肩こりや頭痛がひどい。
□急に息苦しくなることがある。
□よく便秘や下痢をする。
□手のひらやわきの下によく汗を

かくようになった。

□食欲がなく、好物でさえ食べ
たくない。

□仕事や家事が手につかなく
なった。

□服装や髪型に関心がなくなった。
□ひとりで部屋にこもることが

増えた。
□気がつけば、いつも
　何かを食べている。
□お酒の量が増えた。
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